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九州めっき工業組合の青年部組織である九青会の会長をさせていただいてます阪文孝です。全国鍍金工業組合連合

会の皆さまには、日ごろより大変お世話になり誠にありがとうございます。 

九州めっき工業組合は 71 社、九青会は 24 社で構成されております。九青会の毎年の事業は、主として年次大会、

忘年会、「次世代を担う若手経営者のための先輩経営者による講演会並びに意見交換会」や「めっき業界未来を担う

若手の集い」などの定例行事を通じて、会員各位との情報交換や懇親を積極的に行っています。また、その時のテーマに

沿った勉強会を年に１回開催しています。 

コロナ禍で世の中の働き方が激変し DX 化が進んできたため、直近では DX/IOT を中心に、福岡県工業技術センター

機械電子研究所様とワーキング部会を発足して方向性を打合せしながら勉強会を開催しています。DX/IOTの専門家

を講師に招いての座学や DX を先進して導入されている製造業者様の導入事例を紹介いただき、工場見学を行ったり

と試行錯誤しながら活動しています。今期は DX//IOT は導入するのが目的ではなくて、各社の経営課題を解決するツ

ールであるという観点から、まずは、各社毎の経営課題を数値化して洗い出し、どう DX/IOT を活用していくのかを講師

や機械電子研究所の方と個別相談しながら進めていきたいと思います。各社だけでは解決できない経営課題もたくさん

ありますので、そういう課題は、引き続き、組合にも相談させていただきながら、進めていきたいと思います。 

先日台湾に行ってきました。半導体前工程世界シェア NO.1 の TSMC と後工程世界シェア No.1 の ASE を見学しま

した。桁違いに AI を使っての DX/ IOT が進んでいました。九州は熊本での TSMC 稼働開始まであとわずかになりまし

たが、九州から日本を元氣にする一助となるように九青会の活動をがんばっていきます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 


